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【要旨】 




（Benzodiazepine dependence self-Report Questionnaire: Bendep-SRQ) の日本語版を
作成し、日本人を対象として多施設共同調査を行った。 
Bendep-SRQ の作成者である Kan の許可を得て日本語版を作成し、2012 年 8 月～2013
年 3 月の間に研究参加施設に入院または通院中の BZ-RAs 服用患者を対象とした。臨床情
報を収集し、Bendep-SRQ の 4 つのディメンジョン（薬への執着、服薬非遵守、問題のあ
る服用法、離脱症状）および離脱性不眠の重症度と関連する要因をロジスティック解析に
より抽出した。 
BZ-RAs 服用患者 707 名より有効回答が得られ、このうち 324 名が減薬経験を有した。
各ディメンジョンの重症度は、軽度から重度まで概ね均等に分布した。ロジスティック解
析の結果、「過去 6 カ月間の合計使用薬剤数」が 4 つのディメンジョンと離脱性不眠すべて
の重症度に関連した。服用剤数増加の主な原因は短期間での薬剤変更であった。若年者ほ
どその傾向が顕著で、また、服用剤数が多いほど重症者の割合は高くなった。一方で
BZ-RAs 服用力価はいずれのディメンジョンにも関連しなかったことから、BZ-RAs 使用障
害は用量依存的にリスクが高じるのではなく、心理的依存の側面が強いと推察された。 
